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資料１ 

                                

２０１９年版富山県の男女共同参画について（概要） 
－男女共同参画の推進状況等に関する年次報告書－ 

 

令 和 元 年 ９ 月 ２ ７ 日  

少子化対策・県民活躍課  
  

【趣 旨】 

富山県男女共同参画推進条例第２３条に基づき、本県における男女共同参画の推進の状況 

及び男女共同参画推進施策の実施の状況についての報告書をとりまとめたもの。 

 

 

 

【概 要】 

Ⅰ ｢第１ 男女共同参画の推進の状況｣ 

 １．行政分野における状況 

 （１）「審議会等における女性委員の割合」について、県においては２０１９（令和元）年６月１日

現在３８．８％となり前年比０．８ポイント増となっている。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

（２）「行政委員会の女性委員数」について、県における行政委員会のうち女性委員は１４名

で前年同数、女性委員の割合も２１．９％で前年同ポイントとなっている。 

                        （２０１９.６.１現在） 

県行政委員現数 うち女性委員数 女性委員割合 

６４(６４) １４(１4) 
２１．９％ 
(21．９％) 

                        

（３）「法律に基づいて配置されている委員・相談員への女性の選任状況」については、民

生委員・児童委員で８名、身体障害者相談員で３名増加しており、知的障害者相談員

で１名減少している。 
 

（４）「女性公務員の採用及び登用状況」については、県における女性の管理職登用率は、

１４．３％と前年より０．７ポイント増加している。 
 

  【県における管理職の女性割合】                         （２０１９．４．１現在） 

 総数(人) うち女性(人) 女性割合(%) 女性管理職平均 全国都道府県平均 

部 長 級 21 (19) 1 (1) 4.8 (5.3) 
１４．３％ 

(１３．６％) 
〔全国順位５位〕 

１０．７％ 

(10.1％) 
 

次 長 級 62 (65) 6 (7) 9.7 (10.8) 
課 長 級 352(351) 55(51) 15.6 (14.5) 

計 435(435) 62(59) 14.3 (13.6) 
   ＊知事部局（公立病院の医師・看護師等、派遣者を除く。）                    ( )内は前年の数値 

 

（各年６月１日現在（％）） 
２０１３年 ２０１４年 ２０１５年 ２０１６年 ２０１７年 ２０１８年 ２０１９年 ２０２１年目標 

３８.６ ３７．４ ３７．３ ３７．３ ３７．３ ３８．０ ３８．８ ４０以上６０以下 

〔参考：国（２０１８（平成３０）．９．３０現在）３７.6％、県内市町村（２０１９（平成 31）．３．３１現在）２５．７％（※２）〕 

(※１)２０１４（平成２６）年調査からの変更点 

富山県附属機関条例の制定(2014（平成 26）.3.26)に伴い、調停、審査、諮問又は調査を行う審議会

等を法律、条例に基づく「附属機関」に整理。 

これまで調査対象外であった機関が附属機関となるなど、調査対象となる機関を一部変更。 

（※２）富山市のみ２０１９（平成３１）．４．１現在 

 （年次報告） 

第２３条 知事は、毎年、男女共同参画の推進の状況及び男女共同参画推進施策の実施の状況についての
報告書を作成し、公表するものとする。 

 

（ )内は前年の数値  

※１ 



 

 - 2 - 

また、２０１８（平成３０）年度上級（事務職）の採用状況については、５８名のうち１９

名が女性（３２．８％（前年比１３．１ポイント減））であった。 

 

（５）「小・中・高・特別支援学校の女性教員及び登用数」については、教員総数中の女性

比率は、５３．８％（前年同ポイント）となっている。 

また、女性校長の割合は、小学校３１．９％（前年比５．４ポイント増）、中学校８．９％（前

年同ポイント）、高等学校９．８％（前年比２．５ポイント増）、特別支援学校６１．５％（前年比 

７．７ポイント減）である。 
 

 （公立のみ、2019.5.1 現在） 

 区  分 
小 学 校 中 学 校 高等学校 特別支援学校 

2018 年 2019 年 2018 年 2019 年 2018 年 2019 年 2018 年 2019 年 

教

員

総

数 

総 数(人) 3,301 3,289 1,946 1,929 1,814 1,783 817 810 

男 性(人) 1,209 1,209 1,053 1,043 1,116 1,088 265 268 

女 性(人) 2,092 2,080 893 886 698 695 552 542 

女性の割合(％) 63.4 63.2 45.9 45.9 38.5 39.0 67.6 66.9 

校 

 

長 

総 数(人) 185 182 79 79 41 41 13 13 

男 性(人) 136 124 72 72 38 37 4 5 

女 性(人) 49 58 7 7 3 4 9 8 

女性の割合(％) 
〔6 位〕

26.5 
31.9 

〔10 位〕

8.9 
8.9 

〔20 位〕

7.3 
9.8 

〔1 位〕

69.2 
61.5 

全

国 

校長に占める 

女性の割合 
19.6  

 
6.6  

 
7.6  

 
22.6  

 

＜参考＞（２０１９（平成３１）年３月３１日現在） 

 ・「政治への女性の参画状況」については、県議会における女性議員は３９名中３名（７．７％）、

市町村議会は２６０名中２３名（８．８％）となっている。 

 

 

 ２．家庭生活における状況 

（１）富山県「男女共同参画社会に関する意識調査」（２０１５（平成２７）年度）（以下「意識調

査」とする。）によると、「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え方

について、反対（全体５８．６％、男性５５.１％、女性６１．９％）が賛成（全体２５．７％、男

性２８．１％、女性２３．４％）を上回っている。２０１５（平成２７）年度調査において、初め

て男性の「反対」が５割を超えた。(調査開始年度：１９９０（平成２）年度)   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）家事等の役割分担は、「夫婦〔同じ程度〕」が、家事（１１.７％）、育児(１６.６％)、介護

(２６.５％)といずれも前回調査(２００９（平成２１）年度)より増加しているが、家事・育児の約

８割は依然として妻が主に担っている。 

参考 

① 内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」（２０１６（平成２８）年）によると、「夫

は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え方について、反対５４.３％（男

性４９.４％、女性５８.５％）で、調査開始（１９９２（平成４）年）以来２番目に高い。 

② 内閣府「地域における女性の活躍に関する意識調査」（２０１５（平成２７）年）によると、

「自分の家庭の理想は、『夫が外で働き、妻は家庭を守る』ことだ」という考え方

について、「そう思う」「ややそう思う」と答えた割合は、富山県は、３７．２％で、全

国で最も低い。（全国平均４４．２％） 
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（３）合計特殊出生率は、２０１８（平成３０）年は１．５２と前年(１．５５)を０．０３ポイント下回った。 

〔参考：国（２０１８（平成３０）年）１．４２、（２０１７（平成２９）年）１．４３〕 

 

（４） ２０１８（平成３０）年の育児休業を取得した人の割合（取得率）は、女性が９８．２％（前年

比０．１ポイント増）、男性は３．９％（前年比１．１ポイント増）であった。 

〔参考：国（２０１８（平成３０）年）女性８２．２％、男性６．１６％〕 

 

（５） 男女がともに仕事と家庭の両立可能な職場環境づくりを推進するため、２０１７（平成 

２９）年７月２５日に、企業経営者等のネットワーク「イクボス企業同盟とやま」を設立し、

加盟団体数は１４９団体となっている。 
 

【「イクボス企業同盟とやま」加盟団体数】（2019.6.30 現在） 

区 分 加盟団体数 

企業・団体 139 

自治体 10 

計 149 

 

（６）配偶者等からの暴力（ＤＶ）に関する相談件数は、２０１８（平成３０）年度で３，０９２件と、

前年度より３１７件減少した。 
 

【ＤＶに関する相談件数】                        （単位：件） 

区 分 2014 年度 2015 年度 2016 年度 2017 年度 2018 年度 

女性相談センター（※） 2,836 3,033 2,848 3,366 3,054 

県民共生センター 78 52 39 43 38 

計 2,914 3,085 2,887 3,409 3,092 

〔参考〕全国 102,963 111,630 106,367 106,110 ― 

（※）女性相談センターの件数：富山県女性相談センター職員、富山市こども福祉課、高岡市子ども・子育て課、南砺市女

性・こども相談室（２０１０（平成２２）年度～）、黒部市こども支援課（２０１４（平成２６）年度～）の各女性相談員が受付・

処理した件数を含む 

全国：配偶者暴力相談支援センターにおける相談件数  

 

富山県「男女間における暴力に関する調査」（２０１４（平成２６）年度）によると、ＤＶの加害

経験のある人は全体で２０．６％（男性３０．３％、女性１３．２％）となっている。また、Ｄ

Ｖの被害経験のある人は全体で２２．７％（男性１３．８％、女性２９．６％）となっている。 

また、夫婦間等における暴力（ＤＶ）の認識状況は、「手でぶつ、足でけるなど、身

体的な暴力を加える」（９１．９%）、「物でなぐったり、投げつけたりする」（９１．７％）な

どの身体的な暴力行為は、夫婦間等であっても暴力にあたるとする割合が９割を超え

ている。 

なお、「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律（ＤＶ防止法）」

を知っている人は８４．７％となっている。 
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 ３．職業生活における状況 

（１）２０１５（平成２７）年度「意識調査」では、「女性が長く働き続けるのを困難にしたり、障

害になると考えられること」として、「出産・育児」（７８．１％）が最も多く、次いで「お

年寄りや病人の世話」（４５．７％）、「職場条件等が不十分」（４３．２％）となっている。 

 

（２）本県の女性就業率（１５～６４歳）は７２．０％（２０１５（平成２７）年）全国３位と高いが、管

理部門への女性の登用率は全国平均を下回っており（７．６％、全国９.７％：２０１５（平

成２７）年）、本県の製造業のウエイトが比較的高いことや、職場において「男性中心の

職場慣行」（４６．０％）、「登用する側に男性優先の意識や女性管理職に対する不安感」

（４１．４％）（ともに２０１５（平成２７）年度「意識調査」より）などの意識が背景にあるも

のと考えられる。 

 

（３）２０１７（平成２９）年度に実施した「女性活躍推進調査」によると、回答のあった事業所

における女性の管理職登用率は７．７％で、業種別にみると、医療・福祉（６０．２％）が最

も高く、次いでサービス業（９．６％）、卸売・小売業（７．９％）の順となっている。一方、

最も低いのは運輸業（３．６％）で、次いで製造業（４．０％）となっている。 

 

 

 ４．地域における状況 

（１）男女共同参画推進員は、県内に５３９名配置されており、平均年齢は５４．８歳、男性の

割合は４８．２％（２０１９（令和元）年６月１日現在）である。 
 

（２）市町村における男女共同参画計画は、全ての市町村で策定済みであり、ＤＶ防止法に

基づく基本計画は９市３町、女性活躍推進法に基づく推進計画は１０市１町で策定済みで

ある。また、男女共同参画に関する条例については６市２町で制定済みである。 

 

 

 ５．県民共生センターの状況 

（１）県民共生センターでは、指定管理者制度により、男女共同参画を推進するための拠点

施設として各種講座を実施し、２０１８（平成３０）年度は２，８８５名が受講した。 

 

（２）県民共生センターで受け付けた２０１８（平成３０）年度の相談件数は延べ２，１６４件、主訴

中最も件数が多いのは、「こころ」の問題、次いで「夫婦の問題」の問題であった。 

 

 

Ⅱ ｢第２ 201８（平成３０）年度男女共同参画推進施策の実施状況｣及び｢第３ 201９（令

和元）年度男女共同参画推進施策の状況｣ 
  

  男女共同参画の推進に関する施策について、２０１８（平成３０）年度の実施状況及び２０１９（令

和元）年度の実施予定を富山県民男女共同参画計画の体系別に掲載(事業費、イベント・講

座等の開催状況及び参加人数など)。 

  掲載されている主な事業は、別紙「男女共同参画推進施策の実施状況等について」のと

おり。 


